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主な特徴 

１．傾聴力や仮説設定能力を強化した審査員による、インタビューと観察による審査を行う。 

２． 審査範囲を焦点化する。全経営プロセスを網羅的に審査するのではなく、「顧客理解」「価値創造」を

重視する。独自の顧客価値創造プロセスにより成果をあげている事業やプロジェクトを発掘し、ビ

ジョンに紐づけ、組織能力の高さを評価・表彰する。日本経営品質賞における位置づけは、下図のと

おり（図１・図２参照）。 

３．独自能力を形成する要素を特定し、革新的価値創造力の維持強化のための提言をフィードバックす

る。日本経営品質賞の評価レポートが、成果とプロセスの関係から強みと改善領域をフィードバッ

クしているのに対し、顧客価値の革新性の源泉を示すことで、事業成果の卓越性の維持・強化に結び

つけることを提言する。この提言は、申請側が気づかない組織能力の発掘につながることを意図し

て作成する。 

 

 

「日本経営品質賞」と「顧客価値革新賞」の関係 

 「リーダーシップ」以下全８領域を審査する方法をとる「日本経営品質賞」に対し、「顧客価値革新賞」

では「顧客・市場理解」「価値創造プロセス」の２領域を対象として審査を行う。「全体」に対する「部分」

ではあるが、顧客価値創造・革新を実現するために必要な「リーダーシップ」「戦略計画」「組織能力」「結

果」の情報も加味し、組織能力が高レベルであることを表彰基準とする。 
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図２ 事業活動の中の「顧客価値革新賞」 

 
 

＜日本経営品質賞委員会＞ 
 

氏名 組織名 役職 

委員長 福川伸次 一般財団法人地球産業文化研究所 顧問 

委員 飯塚悦功 東京大学 名誉教授 
 

加賀見俊夫 株式会社 オリエンタルランド 代表取締役 会長 （兼）CEO 
 

木川 眞 ヤマトホールディングス株式会社 代表取締役会長 
 

関根愛子 日本公認会計士協会 会長 
 

野中ともよ 特定非営利活動法人 ガイア・イニシアティブ 代表理事 
 

藤本隆宏 東京大学 大学院経済学研究科教授 

２０１８年 1 月現在 

＜スケジュール（2018 年）＞ 

2 月  申請応募受付開始 

3 月～4月 申請説明会開催 

6 月  審査開始 

10 月  審査終了 

11 月  受賞組織発表 

2019 年 2月 表彰・評価内容発表（顧客価値経営フォーラム） 

以 上 
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